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件   名 市議会報告会の廃止を求めることについて 

要   旨

 新潟市は１兆円近い債務を抱え，財政状態は危機的状況下にあり

ます。 

 この債務は毎年 100 億円を返済しても 100 年もかかる膨大な借金

で，この財政状態では財政の立て直しこそが急務であり，税金の無

駄遣いができない状態です。 

 さて，２月７日，火曜日の新潟日報の読者投稿欄「窓」に，新潟

市西蒲区のＡさんの「疑問残った市議会報告会」の記事が掲載され

ておりました。その記事を読み，過去に市議会報告会に参加した経

験から，Ａさんの意見に同感する一人として，現状のままの姿で市

議会報告会を続行すれば，参加者ゼロ，傍聴者ゼロの市議会報告会

になる可能性が大であると思います。 

 市議会報告会の最大の使命は，議会の出来事を広く市民に伝える

と同時に，地域の要望を議会に反映させることであると思います。

 しかし，現実の市議会報告会は，漁師に米づくりの話をするに等

しく，お粗末きわまりない市議会報告会になっております。 

 地元を一番よく知っている地元議員が一人も会場におらず，地元

を全く知らない議員では地元の住民の質問に答えられず，「靴の上

から足をかく」市議会報告会であり，このような市議会報告会は税

金の無駄遣いで，即刻廃止すべきであります。 

 議員はもっと勉強してから来なければ，年間報酬 1,200 万円をど

ぶ川に捨てることになります。 

 新潟市議会議員は，有能過ぎる議員が多くおりますゆえ，無意味

な市議会報告会の廃止を求めて陳情いたします。 

付   託 

年月日

委員会

平成 29 年２月 17 日  議会運営委員会 

受   理 平成 29 年２月 13 日  第６６５号 


